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電気学会Ｂ部⾨
原⼦⼒技術委員会

＜原⼦⼒における電⼒技術の最前線とその応⽤分野の調査＞

廃棄物処理・
燃料転換

原⼦⼒プラント
の運転

核融合炉
の実現

原⼦⼒プラン
トの建設

核分裂
(現在の炉)

核融合
(将来の炉)

原⼦⼒技術委員会

③核融合⼯学

①原⼦⼒計装制御
②放射線⼯学

原⼦⼒技術

放射線⼯学

③核融合⼯学分野の調査

①原⼦⼒計装制御分野の調査
シミュレーション技術、保守・運転⾼度化
危機管理、リスク管理、無線通信技術

電⼒制御技術 運転制御技術
プラズマ加熱 ビーム技術
低温技術 超伝導技術

放射線応⽤
技術

②放射線⼯学分野の調査
放射線イメージング 線量計測技術
放射線信号処理技術 微量分析技術

①②

①②

②

③

②

核融合電⼒技術調査専⾨委員会

原⼦炉施設への無線通信技術導⼊に向けた
技術動向調査専⾨委員会
放射線を利⽤した微量分析およびイメージング
技術調査専⾨委員会



● 21/06〜  「電⼒⽤電線・ケーブルを取り巻く環境及び環境対策の技術動向
調査専⾨委員会」

● 18/07〜20/06「送電⽤ケーブルシステムの現状と技術動向調査専⾨委員会」
● 17/05〜19/04「使⽤環境に対応した配電⽤絶縁電線・ケーブルおよび

付属品の技術的な変遷と課題調査専⾨委員会」
● 15/01〜16/12「配電⽤絶縁電線・ケーブルにおける

診断・評価⼿法の実態と課題調査専⾨委員会」
 

● 13/10〜15/09 「国内外の架空送電線⽤電線及び電線付属品の技術動向調査専⾨委員会」
                                                        

● 12/06〜14/05 「電線・ケーブルのリサイクルの現状と技術動向調査専⾨委員会」
● 09/06〜12/05 「海外における送電⽤ケーブルの最近の技術動向調査専⾨委員会」

●22.03.04 研究会
■テーマ「電線・ケーブルシステムの技術動向 （製品技術，劣化機構解明，診 

断･評価･判定技術）」
● 22.01.20  研究会

■テーマ「電線・ケーブルの保全技術に関する動向」
● 21.11.19 研究会（誘電・絶縁材料/電線・ケ−ブル合同開催）

■テーマ「ケーブルシステムの絶縁性能と劣化特性、誘電・絶縁材料の電気特性」
● 21.03.12 研究会

■テーマ「電線・ケーブルシステムの技術動向（製品技術､劣化機構解明､診断･評
価･判定技術）」

● 21.01.21 研究会
■テーマ「電線・ケーブルの保全技術に関する動向」

● 21.07.20〜30  講習会
   ■テーマ「使⽤環境に対応した配電⽤絶縁電線・ケーブルおよび付属品の技術的な

                 変遷と課題」

３. 技術報告書

２. 調査研究活動

１. 活 動 対 象

調査専⾨委員会

研究会・講習会などの開催

技術報告No

材料・性能

●第1481号 「配電⽤絶縁電線・ケーブルにおける診断・評価⼿法の実態と課題」   （20/03）
●第1478号 「使⽤環境に対応した配電⽤絶縁電線・ケーブルおよび付属品の
                                                                                                                      技術的な変遷と課題」   （20/03）
●第1379号 「国内外の架空送電線⽤電線及び電線付属品の技術動向」 （16/08）
●第1348号 「電線・ケーブルのリサイクルの現状と技術動向」 （15/09）
●第1269号 「海外における送電⽤ケーブルの最近の技術動向」 （12/12）
●第1206号 「配電線⽤電線・架空ケーブルにおける耐環境性試験法の動向と課題   （10/11）

タイトル (発⾏年⽉)

（架空送配電線 ・ 電力ケーブル ・ 通信ケーブル ・ 特殊ケーブル含む再エネ等）電線・ケーブル

構造･システム ⼯ 事 診断・保守付 属 品







超電導機器技術委員会

委員長　石山敦士（早稲田大学）
幹事 　高尾智明（上智大学）
幹事　　小川　純（新潟大学）
幹事補　齊藤　隆（クリオジェナ・テクニカ） 

委員会WEBページ　http://www2.iee.or.jp/~basc/

連絡先：atsushi@waseda.jp

超電導技術分野の発展拡大を背景として前身となる超電導応用電力機器技術委員会が

1992 年 4 月に設立され、2013 年 6 月より「超電導機器技術委員会」と名称を変更しました。

超電導技術は電力・医療・交通・産業など広く、研究・開発から実用化へ進展しており、

今後も一層の発展に寄与し超電導技術の社会貢献につくします。

主な活動
・  超電導機器研究会（年２回程度）
・  若手優秀発表賞
・  電力・エネルギーフォーラム
・  見学会

2018/9 ～ 2021/8
磁気力を活用した新たな環境技術のフィージビリティと
       超電導の役割調査専門委員会

2019/10 ～ 2022/3
超電導関連技術の医療応用調査専門委員会

2022/1 ～ 2024/12
超電導機器技術の将来的な技術動向協同研究委員会
2021/12 ～ 2024/11
希土類系高温超電導コイルの劣化対策調査専門委員会

調査専門委員会

＜見学会＞

放射線医学総合研究所
重粒子線治療装置

（公財）鉄道総合技術研究所
リニアモーターカー

2023/9 ～ 2026/8
磁気力を活用した脱炭素・環境再生技術と超電導応用調査専門委員会



電力系統の安定供給を支える保護リレーシステム
保護リレーは電力系統の運用に不可欠なものであり，電力系統の神経にもたとえられ，

"Silent sentinel"（静かなる歩哨）と表現される

保護リレーシステムの役割

• 設備形成の合理化
• 電力流通設備の運用容量拡大
• 再生可能エネルギー大量導入の実現
• 電力系統の強靭化 （レジリエンシー向上）

• 電力系統で発生した事故の除去
• 事故波及の局限化
• 復旧の迅速化

活動内容活動内容

電力系統における各種課題の解決保護リレーシステムの基本的な役割
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センシング
技術
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技術ICTICT

系統解析技術

系統運用技術

通信ネットワーク技術

システム信頼性技術

ディジタル処理技術

構成要素
技術

構成要素
技術

引用・転載の使用をご希望の場合は，HP記載の保護リレーシステム技術委員会幹事までお問い合わせ願います

・保護リレーシステム基本技術体系 （ 641号 1997年）

・保護リレーシステム工学の体系化と技術者育成 （ 717号 1999年）

・系統脱調・事故波及防止リレー技術 （ 801号 2000年）

・日本における保護リレー技術の成果と今後の方向性 （ 822号 2001年）

・電力機器と系統保護の相互協調 （ 898号 2002年）

・負荷供給系統保護リレーシステムの現状とその動向 （1006号 2005年）

・過負荷保護技術 （1069号 2006年）

・周波数リレーシステムによる事故波及防止技術 （1127号 2008年）

・変電所監視制御システム技術 （1203号 2010年）

・保護ﾘﾚｰにおける通信利用技術の現状と高度化 （1276号 2013年）

・保護ﾘﾚｰの方式・運用の現状と海外技術動向 （1331号 2015年）

・実務に即した保護ﾘﾚｰｼｽﾃﾑ技術の基礎の学び方 （1425号 2018年）

・保護制御ｼｽﾃﾑにおける計器用変成器と関連技術の現状と動向 （1475号 2020年）

電力系統を人体に例えると…電力系統を人体に例えると…

技術報告一覧技術報告一覧

• 保護リレーシステム技術の確立
• 次代を担う技術者の育成
• 専門講習会の開催
• 保護リレーシステム研究会の企画開催
• 関連他学会との交流
• 調査専門委員会活動，技術報告書の発刊
＜至近の調査専門委員会活動＞

・系統保護リレーシステムの信頼度の現状と今後の方向性

活動期間：2024/6～2026/5

委員長：石亀篤司（大阪公立大学）

• 身体の中を駆け巡る「血液」⇒「電気」，血液の流れを支える「肉体」⇒送電線や変圧器などの「電気設備」、血液
の流れをコントロールする「脳」⇒中央給電指令所などの「系統運用」

• 人体とは？と問われれば 「血液・肉体・脳」はすぐに思い浮かぶキーワード，しかし１つ忘れてはならないのが「神
経」であり，保護リレーシステムはまさにこの「神経」であるといえる

保護リレーシステム研究会
専門講習会の開催予定については・・

・配電用変電所保護リレーシステム技術 （1540号 2022年）

・日本の保護リレー技術のあゆみと国内外の技術動向 （2024年発刊予定）
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